
石川県スポーツトレーナー連絡協議会  

令和 6年度 第 5回理事会 議事録 

 

日 時：令和 6年 10月 15日（火） 20時 00分～21時 25分 

会 場：オンライン会議 

出席者：北岡克彦、橋場貴史、常盤和成、田中良和、吉本真樹、定池 寿、俵 大輔、 

村松僚太、樋口武史、木村慎之助、森崎貴志 

－11名－（会長、監事、理事 9名） 

【議 題】 

報告事項 1；令和 6年度 第 4回理事会議事録について 

田中理事（総務部長）より、令和 6年度第 4回理事会議事録がメールにて送付済みと報告。 

 

報告事項 2；会計報告 

定池理事（会計）より、令和 6年 9月 14日～10月 15日分の会計報告が資料に沿って報告。

金沢マラソントレーナーブース・救護所の弁当代金は前もって直接あるいは担当者に渡した。

会計報告は承認。 

 

報告事項 2；金沢マラソン 2024事前研修会（10/2・10/9）について 

 俵理事（学術部長）より報告。10 月 12 日の会員外研修会（講師は守山理事、佐藤会員；

20 名参加。KATT5 名・理学療法士会 5 名・鍼灸師会 1 名・会員 9名）は活気ありよい雰囲

気の中で開催。10月 19日の会員研修会（21 名参加。会場 14 名・WEB7 名）はこれまでの

経験を共有することができ良かった。両者ともに木島病院とWEBにて開催。 

 

協議事項 1；金沢マラソン 2024トレーナー活動について 

 次回、トレーナーブース駐車場や準備等、継続協議・報告。 

 

協議事項 2；北陸学生アメリカンフットボール連盟トレーナー募集について 

 田中理事より報告。10 月 26 日は木下会員が参加。その後の予定はまだ未決定。10 月 26

日の結果次第では 11月 3日もトレーナー要請の可能性ありとのこと。もう一度、会員へ募集

案内を送付予定。 

 

協議事項 3；スキルアップ研修会について（2月開催） 

 俵理事より資料に沿って説明。開催は令和 7年 2月 16日（日）。研修会の収支予算書につ

いては本会計等の事など協議を踏まえ次回理事会までに俵理事が作成。受講料については、

会員と会員外別（会員のメリット）、WEB 参加の料金をあげる、講師の先生に失礼のないよ

うに、講師は全てが周知されているわけではない、収支予算書も考慮し料金設定を決定する。

集客をどうるすか、開催趣旨をどう設定するかも考える。以上を踏まえ詳細はメールにて叩

き台を作成し送付。 

 



協議事項 4；第 7期認定スポーツトレーナー養成講習会について 

 田中理事より資料に沿って説明。準会員（7 名）に先に案内を出し募集し、協力医療団体

にも送付する方向で良いか。案内状は俵理事が作成。前記のような形で早急に進めることで

承認。 

 研修会など今後も様々な案内を送付して協力を募る意味でも良いこと。 

 第 1 回・2 回のスポーツナース講習会は本会からの参加者何名まで受け入れ可能なのか。

田中理事より石スポ協 勝田氏に確認しメールで共有。 

 

協議事項 5；認定更新状況について 

 村松理事（総務部）より報告。認定更新願いを送付して対応。受講単位不足、受講料未納

の会員には再度案内を送付。26 名の更新対象者のうち更新された会員が 11 名。認定証につ

いては順次作成・発送する。 

 認定単位不足により更新ができない方が年度末まで連絡が無い場合は、退会するのか準会

員になるのかの案内を年度末に出したら良いか。各医療団体で未更新者に個別に連絡をお願

いすること、年度末までに何度か案内を送付して反応をみることとなった。また更新の期間

を過ぎると退会となる。 

 佐藤会員よりトレーナー活動報告書（トレーナー活動単位分）が送付され承認。 

 会員の中ではトレーナー帯同できない会員もいる。各治療院内等での選手のケア（治療）

についてはトレーナー活動単位となるか。継続協議。 

 

協議事項 3；その他 

・認定更新単位の在り方について 

 会員によりトレーナー活動単位において、大会帯同できる人とできない人がいる。各部活

動等への現場活動や治療院等での施術活、地域のスポーツ大会、各医療団体でのスポーツケ

ア活動など幅広い活動をトレーナー活動単位とすれば、認定更新もしやすくなり退会者も減

少するかもしれない。単位数についても協議していく。 

 会則（単位数や取得単位）についての変更して行く方向で協議する。 

 IST 会員であるメリット、入会したい理由づくり。例えば会員のトレーナー活動の現場に

行くことができれば会員へ周知し、何時間参加すると単位がもらえる仕組みをつくれば面白

いし入会のメリットになるのではと考えるとの意見。 

 認定単位や単位取得方法などを今後、会員が継続できやすいように仕組みづくりやメリッ

トなどを見直ししていくことも必要。 

 スポーツナース講習会はとくにメリットを考えているわけではないが毎年 50 名以上の申

込みがある。 

 

協議事項は全て終了。令和 6年度第 6回理事会を令和 6年 11月 10日（火）と決定。令和

6年度第 5回理事会は終了。 

（議事録作成：田中良和〈総務部〉） 

 


